






要約:a.平成 6 年度までの厚生省「B 型肝炎母子感染防止事業」の進捗状況の調査と効果

推算を行うとともに、学童年齢での疫学調査で本事業の効果を検証した。b.児の感染防止

のための HBワクチン投与開始時期について検討した。c .平成 7年度から新たに HBe 抗原

陰性 HBV キャリア妊婦から生まれた児に対する感染防止処置が健康保険適応となったので、

その効果を小児の劇症肝炎疫学調査をもとに検討した。d.平成 7 年度から「B 型肝炎母子

感染防止事業」の改定が行われだ結果、対象児の感染防止処置等の集計が不可能となった

ため、これに替わる感染防止実施状況調査システムの構築を試みた。


